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τδm　Sα〃e7の語り手と「語り」
鴨川　卓博
　ηe．”伽m〃e∫0アTOm8舳ツ〃の語り手は，姿こそ見せないが，
PREFACEとCONCLUSIONで“The　Author”と名乗る，極めて「公
然たる」（overt）存在である。彼は田舎町St．Pete土sbur9でのTomを申
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）心とする少年達の「冒険」を目撃・観察して，一 ｻれを読み手に伝えると共に，
白ら「語り」に没頭し，耽溺する。もっとも，その入れ込み方と距離のとり
　　　　　　　　　　　　2〕方，Perspectiveとvoiceには，一定の，そして絶え間ない変化がある。
James　M　Coxは，Tom8側ツerの世界を構成する基本的要素として，
Tom白身の入物像，舞台たる夏のSt．Petersburg，Tomの冒険のaudi－
enceとしてのSt・Petersburgの社会，それに語り手を挙げ，語り手は
　　acts　as　an　indu1gent　audience　himse1f．Though　he　exercises
　　power　over　his　characters．．．the　narrator　creates　the
i11usion6f　being　a　spectator　who　draws　the　curtain　at　his
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3〕performance　rather　than　a　puppet　master　pu11ing　the　strings．
と述べ，彼の性質と機能を分析している。
　COxによると，語り手の入物達に対するperspectiveは「年令と時間」
の点で距離を置いたもので，TOmとその仲間の遊びの世界は，このPer－
spective故に，「本質的に危険の無い」ものになっている。おとぎ話の「昔々」
のように，アクションを読み手から隔てることによって，その実際の大きさ
を縮小して見せるのである。この距離はbur1esqμe（おどけた風刺喜劇）の
perspectiveと寛容のperspectiveで保たれる。TOm8州ツerは決して
burlesqueの小説でも，本質的にsatiricな小説でもないが、少年達の世界の
　　　　　　　　　　　　　　　　（51）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）全てのアクションは，大入の社会のしきたりを戯画化している。と同時に少
年達の世界は，例えば皿章の冒頭のパラグラフのように，古い昔の事なので，
行為者の行動を思いやりをもって応援してやる寛大な観察者が，不快なこと
　　　　　　　　　　　　　　　　タブローの影饗を取り除いて，アタシ目ンを活人画化したものである。COxの主張
によれば，この二つのperspectiveが合わさって，この目に見えない語り
手の独特のhumorを作り上げている。彼のhumorは，穏やかに寛容な
irOnyで，．自分の愛する者に対する，優しいが洗練された優越的態度をもつ。
このPerspectiveは演技者としてのTomの姿を維持するのに貢献する。
St，Petersburgの住民は小説の世界でTomの演技を観ており，語り手は
その世界を外側から鷹揚に眺めている。その為子供の読者はTomの演ずる
ドラマを現実と信ずるし，大人の読者はnOSta1giaと穏やかなirOnyの混
った気持で受け入れることがでぎるのであ私
　この小説の語り手は，単に「観察者＝語り手」としてTOm　Sawyerの「冒
険」を物語るだけでなく，自ら“author”の仮面の下で，「語り」をコント
ロールしながら，一方で自分の語りに夢中になる。このことは小説冒頭から
見られる：
　　“TOM！”
　　No　answer．
　　“TOM！”
　　No　answer．
　　“What’s　gone　with　that　boy，I　wonderP　You　TOM！”
　　No　answer．
　　Tbe　o工d工ady　puIed　her　spectacユes　down　andエ。oked　over
them，about　the　room；then　she　put　them　up　and1ooked　out
mder　them，She　se1dom　or　never　Iooked彦加。m8片them　for　so
sma血a七hing　as　a　boy；they　were　her　state　pair，the　pride　of
her　heart，and　were　buiIt　for“styIe，”not　service；＿she－couエd
have　seen　through　a　pair　of　stove1ids　just　as　we11．She1ooked
　　　　　　　　　　　　　　　（52）
perp1exed　for　a　moment，and　then　said，not　fierce1y，but　stin1oud
enough　for　the　furniture　to　hear：
　　“We玉1，I1ay　if　I　get　ho1d　of　you　m一”
　　She　did　not　finish，for　by　this　time　she　was　bending　down
and　punching　under　the　bed　with　the　broom＿and　so　she　needed
breath　to　punctuate　the　punches　with．She　resurrected　nothing
but　the　cat．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）　　“I　never　did　see　the　beat　of　that　boy！”
先ず，Aunt　Po11yがTomを探している様子が，切りつめられた語り手の
説明と，印刷上の工夫で示される声調で，伝えられる。距離を置いた，外面
的な提示であ孔しかし，続く伯母さんの動作の描写には，語り手のper－
spective　of　bur1esque（おどけた風刺喜劇的態度）が明瞭に示される。眼
鏡越しのまなざしの説明や，意図的抑制表現（“sosma11athing　as　aboy”），
ナンセンスた比較や誇張（“she　could　have　seen　through　a　pair　of　stove－
1ids　just　as柳elI”；“ユ。口d　enough　for　the　furniture　to　hear”）などは，
この立場のものである。又眼鏡は“Sty1e”用であると，伯母さんや村の人々
の表現を引用する。これは言語責任を明かすことで，その社会に自らの価値
観を示させ，それに対する語り手の穏やカ体Satireを暗示するのであ乱更
に，屈みこんでベッドの下を帯木でバタバタ敲くイ白母さんの姿は滑稽化され，
“needed　breath　to　punctuate　the　punches　with”とPunを使用して
ふざけて表現され，飛び出してきた猫には“resurrected”と連想を呼ぶ大
げさな語が当てられる。目頭のこの簡潔な緊迫した表現のなかに書き手
Mark　Twainの狙いが凝縮して示されている。語り手は単に出来事や状況
の伝達をめざしているだけでなく，自分の「語り」が聞き手／読み手に起こ
す反応を予測して，自分の「語り」というPerformanceを為九小説申で
Tomが，自分の行動が他の入物やaudienceたる村の人々に及ぼす効果を
予測する一つまり，自分の行動をperformerとして見ている一のと同様，
語り手は彼のaudience，即ち聞き手／読み手を意識している。語りを中断
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一したり，色々組み合わせたりする。一いわゆるpIot1inesが時間的に並行し
て進行する時のみならず，一つの出来事（エピソード）を語る時でも，当事
者の側から終りまで語らずに，村入の側からの語りを挿入したり，先行させ
たりする。このような語りの展開法は。ra1narrativeで，そして当時の
rOmanCeで，慣習として権立していたもので，語り手が，書き手＝語り手
として，0mniSCientな立場で，読み手の反応を利用する為，恣意的に物語
の展開を操作するものであ私
　又語り手は，自分のperspectiveを，humorist的に，irOnica1に，bur－
1esqueに，或はsatir｛c訓に変化させる。例えばV章で教会に参集する人々
を紹介する時，先ずhumoristとして，子供が両親と一緒にpewに着くの
を“so　as　to　be　under　supervision”と云ったり，Tomがais1e側に座
らされるのを“seductive”な外の景色から遠ざける為だと述べたりする。
The　mayorは“among　other　umecessaries”で，widow　Doug1asは
“fair，smart　and　forty，a　generous，good－hearted　souエand　we11－to－
do，．．．”（P．37）である。語り手のhumorousなOerspectiveを反映した
ものである。更にMajor　and　Mrs，Wardは“bent　and　benerab1e”で，
村の娘達は“heartbreakers”である。最後に登場するMode1Boyは少年
達に憎まれているが，その理由は“hewasso　good”で，彼が良く“‘thrown
up　t0土hem”’（「引き合いに出されて」文句を云われた）からである。ζの
“so　good”は，‘“thrown　up　to　them”’が子供達の言葉として引用されて
いることから判断して，子供達の立場（perspective）からのironica1た表現
と思われる。又語り手は突然1人称単数形で。hOirのざわめきを皮肉る。そ
して，礼拝の途中で牧師が“nOtiCeS”を長々と読みあげるのを，新聞の発
達した時代に残された“aqueerCuStOm”であると断言し，「伝統的な習贋
を正当化するものが少くなれば，それだけ一層その習慣を捨てることが困難
になる」と二般論にする。これはうんざりした会衆と，それに共感した語り
手のVOiCeである。牧師の呼びかける祈りの対象を一つ一つ羅列し，最後に
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“Amen．”と牧師の言葉を引用なしで，語り手の言葉と区別できない，・自由
間接伝達話法（free　indirect　discourse）で再現する。この瞬間，語り手は
自分のVOiCeを牧師のそれと一致させるのであ乱
　しかし，このような一見恣意的な，「語り」の順序の組み替え，転倒やper－
spectiveの移動は，書き手／語り手の計画に基いて（上述のようにperform－
erとしての語り手の自覚がその指標となる），うまく制御されている。読み
手は，語り手の選んだ情報を，彼が語る順序で受け取りながら，語り手の
COmmentや，彼が選ぶ語句や文体の示唆する意味を読み取って，幕引きと
して自らPerformする語り手のaudienceとレて，彼の「語り」を自分流
に解釈するのである。
　To舳8側ツ〃の世界は，「子供の目」になった「大人」の見た，子供の世
界である。「ごっこ」の世界（wor1d　of　p1ay）に居る子供の心理や価値観を，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6〕通常の大人の心理や価値観から距離を置いた「大人の目」で見たもρである。
つまり子供のdream，fantasyの世界を，それに夢中になっている子供の
perspectiveから，大入のvOice一つまり，「ごっこ」遊びの世界から距離を
置いた，それでいて，その世界を好意的に奨励するような，姿勢を映す「声」
一で語るも’のである。
　必ずしも厳密ではないが，小説前半では子供のperspectiveをそのま⊥反
映する，人物間の会話の再現を中心とする，直接伝達話法（d三rect1y　repOrted
discOurse，以下DDと略記）での直接的presentat三〇nや，同しperspective
からの語り手の言葉による，間接伝達話法（indirect1y　reported　discourse，
以下I　Dと略記）での報告的語りと，それに距離を置いた0vertな語り
手のPerspectiveを取った「声」による語り（narrator’s　discourse，以下
DN）が組み合わされることが多い。例えばJacksOn’s　Is1andでTomと
JOeが初めてタバコを喫う時，語り手は，先ず0mniscientな立場でこれ
までの経験を要約的に語った後，二人の初心者が「用心深く」（“char手1y”）
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「自信なげに」（「おずおずと」“with　s1ender　confidence”）吸い始めるこ
とを述べ，煙が嫌な味がしたこと，少し吐き気をもよおしたことを語乱こ
の語りで，“chari1y”は外面からの観察とも考えられるが，“w呈th　s1ender
confidence”や，煙の味や吐き気は子供達の心理や感覚に言及したもので，
彼らの立場perspectiveで語られてい孔続いて，“．、．said”というtag
（付け足し口⊥）の他全然語り手のCOmn1ent無しに，子供達がタバコを喫
うことができた喜びを，DD形で表現する。相手に負けずに，居合わせない
仲間を引き合いに，お互い白漫し合う様子は，二入の性格を見事に表わす。
二人はHuckを証人に自分の発言の正しいことを主張するが，Huckの証
言の真実性はその言葉に彼のtOneを示すものが無く，語り手のCOmment
も無いので，曖昧にみえる。DDで他の子供仲間を羨ましがらせる計画を語
り合う場面を再現した後，語り手は少年達の様子を次の様に表現する：
　　So　the　talk　ran　on．But　present1y　it　began　to　f1ag　a　trif1e，
and　grow　disjointed，The　silences　widened；the　expectoration
marve1ous1y　increased．Every　pore　inside　the　boys’cheeks　became
a　spouting　fountain；they　cou工d　scarce1y　bai1out　the　ce11ars　under
their　tongues　fast　enough　to　prevent　an　inu早dation；1ittIe　over－
f1o如ings　down　their　throats　occurred　in　spite　of　a11　they　could
do，and　sudden　retchings　fo11owed　every　time．Both　boys　were
エ。oking　very　pa1e　and　miserab1e，now．Joe’s　pipe　dropPed　from　his
nerve1ess　fingers．Tom’s　foI1owed．Both　fountains　were　going
furious1y　and　both　pumps　bai1ing　with　might　and　mainl’Joe　said
feeb1y：
　　“I’ve1ost　my　knife．I　reckon　I　better　go　and　find　it、”
　　Tom　said，with　quivering1ip　and　ha1ting　utterance：
　　“I’11he1p　you．You　go　over　that　way　and　I’11hunt　around　by
the　spring．No，you　needn’t　come，Huck＿we　can　find　it．”（p．ユ08）
最初の3文は，距離を置いたpersp6ctiveからの，語り方のvOiceによ
る要約である。HumOrOusに距離を保つperspectiveと　voiceが，“t0
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f1ag　a　trif1e”，“disjointed”，“expectoration”などの語，句の使用に見ら
れ」る。第4文は，一見客観的語りに見えるが，外側からは見えない子供達の
口内の様子を比倫的に表現するものであり，こ⊥では語り手のperspective
は子供達と共にあり，距離はない。しかし，表現のVOiCeは「公然たる」語
り手のもので，「浸水する舌の下の地下室」とか，3文後での「猛烈に涌き出
す泉」「全力で水をかい出すポンプ」等の奇抜匁イメニジ（の組み合わせ），
気取った“inmdat丑。n”，“retchings”，c1ichさ化した“might　and　main”
などの使用は，hu皿0ristとしての語り手の責任で一ある。眼の位置は子供達
の所に置きながら，十分距離をとったVOiCe，即ち，自分と入物達の，そし
て自分と読み手との距離を意識した，この語り手のvoiceがhumorを生
むのである。
　後半になると，語り手と入物達のPersPectivesの隔りが小さくなり，語
りはより0mniSCientになる。語り手白身による，0mniSCientでしばしば
客観的な，出来事や対象の描写が増え，短いDDの間に（或はDDを挿んで），
語り手の説明や判断を示すCOmmentが多くなり，読み手は，前半とは違った
語り手の存在を意識するようになる。つまり，語り手と人物達の距離が縮ま
るにつれて，語り手が前半で維持していた，人物や出来事と聞き手／読み手そ
れぞれとの距離のバランスー入物・事件にや∫遠く，聞き手／読み手に離れ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7〕てはいるがや上近い，「自分の演技に幕引きをする」ようなPerspectiVe，入
物に対する思いやりはあるが超然とした態度一は失われて，入物達にSym－
patheticな，聞き手／読み手にarbitraryで押し付けがましい，語り手に
変乱例えば，HuckがWe1chmanにWi早。w　Doug1asの危機を告げ・
We1chmanと彼の一自、子達がInjm　Joeの追跡に失敗，Huckが必死で逃げ
出した翌朝の場景は：
　　As　the　ear1iest　suspicion　of　dawn　appeared．on　Sunday　mom－
ing，Huck　came　groping　up　the　hi11and　rapped　gent1y　at　the
o1d　We1chman’s　door．The　inmates　were　as1eep　but　it　was　a
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s1eep　that　was　set　on　a　hair－trigger，on　accomt　of　the　exciting
episode　of　the　night，A　c汕。ame　from　a　window一
　　“Who’s　there！”
　　Huck’s　scared　voice　answered　in　a1ow　tone：
　　“Do　p1ease1et　me　in！It’s　on1y　Huck　Finn！”
　　“It’s　a　name　that　can　open　this　door　night　or　day，1ad！一and
We1COme！”
　　These　were　strange　words　to　the　vagabond　boy’s　ears，and
the　p1easantest　he　had　ever　heard．He　cou1d　not　reco11ect　that
the　c1osing　word　had　ever　been　app1ied　in　his　case　before。（p．
178）．
と提示されるが，語り手は。mniscientなPerspectiveで，We1chman一
家の眠りの浅いこと，その理由，Huckのこれまでの経験や，We1chman
の言葉を聞いての感想を語る。TagでHuckの声がscared　voiceであっ
たことを説明し，Huckのことを“vagabond　boy”と表現しつ∫（Huckに
距離を置いた），歓迎の言葉が彼に“strange”であり，“P1easantest”であ
ったと述べる。いわば変幻自在である。読み手はこの語一りを前にして，これ
らの説明が，話の展開から，力もであることを認めるが，別の場合であった
らhumorousに響く筈の“set　on　a　hair－trigger”という比較や，一見突
き放した“the　c1osing　word”という言い回しにも，一意図的なものを感じ，
語り手の存在を意識す乱
　語り手が聞き手／読み手に直接語りかける言葉づかいヒも，後半はその
tOneに違いが見られる。TOmが晴の舞台で12使徒の名を尋ねられて大恥を
かいた時の，“Let　us　draw　the　curtain　of　charity　over　the　rest　of
the　scene．”（P，36）という同情を装った提案や，Jackson’s　Is1andでIndian
ごっこに興している「海賊」連の話を打切る時の，“We　wu11eave　them
to　smoke　and　chatter　and　brag，since　we　have　no　further　use　for
them　at　present．”（P．112）というややふざけた断りと，TomとBecky
がMcDouga1’s　caveで行方不明で，絶望視されているという前章を受け
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て，XXXI章で自分の語りがTOmとBeckyの安否に戻ると宣言する時の，
“Now　to　retum　to　Tom　and　Becky’s　share　in　the　picnic、”（p．！87）
とは，tOneが違う。事務的で，云い訳けはなく，SeriOuSで，余裕のない直
接的な語りかけである。従って，続く洞窟での出来事の語りも0mniSCient
な語り手のperspectiveからのものである。こ土での二人の目険と危機は，
主一として，語り手のsummaryとI　Dで伝えられ，所々，climactica1な場
面が，短い二人のdia1ogueで再現される。その折語り手はしばしば二入の
印象を彼の言葉で説明する。Tomの叫び声の翻は，“that　resemb1ed　a
ripP1e　of　mocking1aughter”（P，189）と，Tomの使う“might”につ
いては，“The’might’wasevena　chinier　horror　than　the　ghost1y
1aughter，it　so　confessed　a　perishing　hope．”（P．189）と，最後の蟻燭が
燃尽きた時の恐怖は，“the　horror　of　utter　dark血ess　reigned！”（P．192）
で，最後のケーキのかけらを食べ尽した時，“they　seemed　hmgrier　than
before・The　poor　morse1of　food　on1y　whetted　desi岨”（P・193）と。．
これらは全て0mniSCientな語り手が，子供達の抱いた印象や心境，恐怖，
感覚を，彼らに代って解説表現したもの下ある。確かに，切羽詰事った少年
達の危機を，語り手の介入無しで客観的に提示するのは，経済的でないし，
緊張の持続の可能性からも，困難で現実的でない。語り手のperspective
とvOiceを含む。Ommentや解説，I　Dによる語りや要約が必要とされ，
歓迎される所以である。洞窟そのものの描写のような客観的な表現セも，少
年達のperspectiveと語り手のperspectiveを区別出来ず，語り手は描写の
途中から対象についての教訓を述べたりする。Injun　Joeが餓死した洞窟の
様子を伝える箇所での，入間と自然の所業の比較や，歴史と永遠についての
　　　　　　　　8）思弁がこれである。
　勿論洞窟での危機は，「ごっこ」の世界からはみ出した少年達が直面する，
現実世界での「真の危機」であるので，語りのVOiCeがSeriOuSになるのは
当然と云えばそれまでであるが，夏休みに入って以後のepisodesやevents
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での語り手のperspectiveは0mniscientで，入物達の立場に立ったり，
自分の立場で。ommentをカロえたpすることが多くな乱その為，humor
やbur1esqueに必要な距離を保てなくなっているd例えば，夏休みにTom
がはしかに躍った後の嵐の場面で：
　一And　that　night　there　came　on　a　terrific　storm，with　driving
rain，awfd　c1aps　of　thunder　and　b1inding　sheets　of工ightning．He
covered　his　head　with　the　bedc1othes　and　waited　in　a　horror　of
suspense　for　his　doom；for　he　had　not　the　shadow　of　a　doubt
that　au　this　hubbub　was　about　himI　He　be1ieved　he　had　taxed
the　forbearance　of　the　powers　above　to　the　extremity　of　endurance
and　that　this　was　the　resu1t．It　might　have　seemed　to　him　a
waste　of　pomp　and　ammunition　to　kin　a　bug　with　a　battery　of
arti11ery，but　there　seemed　nothing　incongruous　about　the’9etting
up　such　an　expensive　thmderstorm　as　this　to　knock　the　turf
fron1under　an　insect1ike　himse1f．（P．ユ41）
と，本来humOrousになるTOmの惚れようも，不調和た形容詞の使用（“such
an　expensive　thmderstorm　as　this”）や抑制的比瞼（“an　insect1ike
．himse1f”）も，Tomの精神状態についての語り手のしたり顔での解説の為，
その勢いが殺がれてしまう。これが，書き溜めた少年時代のepis0戸esに辻
棲をつけて，「少年の成長」といラ主題でプロットにまとめようとした，書
　　　　　　　　　　9）き手の意図とその変更に関係のあることは容易に察せられよう。
　Tomの2度の生還のepisodesの語りを比較することによって，書き手
／語り手の意図と扱いの変化を検討して見よう。第1回，即ちJacksOn’s
Isユandにおける家出生活の後での生還は，TOmの計画的な（と云っても当
初からのではなく途中からの。）Practical　jokeとして仕組まれる。先ず「悪
童」Tomは（あの嫌らしいmode1boy，Wi11iam　Mufferson，聖書の章句
を暗記するのに頭を使い過ぎて，頭がおかしくなったGerman　boy，それに
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他人の秘密を嗅ぎつけてはそれを告げ日して回る，弟のSidを除いては），。
この村の平均的な，romanticで，bookishな，いたずら少年で，同年配の女
の子に子供っぽい恋（それ自体大入の恋の無自覚な模倣で，そのparodyで
ある）をしたり，自分達の「ごっこ」，make－be1ieve，遊びの世界でいつも
her0に成りたがり，叶わぬ時には自分の不運を大袈裟に戴いて見せたりす
る。新らしく転入して来た少女に旨く言い寄って「婚約」したもの∫，得意
になってつい口を滑らせて相手を怒らせ，入生に絶望，森に入って，一時的
に死を希う（VIII章，“Ah，if　he　cou1d　on1y　die姥m力。mr伽∫”一P・59）。
一こ∫から第一回の「生還」の物語が始る。勿論これは死そのものに憧れるの
ではなく，彼女が後悔することを期待一或は想像してのことである。自己中
心的な“Petting　of　his　sorrows”（P．26）あ戯画化で，それ自体遊びの世界
でのherOismの一つあ現われである。従って，書き手／語り手は家出して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1O）「海賊」に成った少年達に，当時の人気（少年）小説から採った，厳めしい
名前を与え，ユ車を資して，彼らの悲歎ぶり，秘密めいた「困難な」集結法，
“Sty1e”の為にやる「海賊船」（実は「襲撃して捕獲した」つもりの筏）の「操
船」，campでの愉快た夕食，その後での密かに忍び寄る後悔と軽い良心の
呵責を伝え乱この章での「語り」は小説前千でのその特徴を示してい私
語り手は，「ごっこ」に夢中になっている少年達の姿や言葉を，少年達のper－
spectiveから彼のvOiceで（I　DやDNの形で）伝えたり，直接DD形で
再現したりする。一方，彼は絶えず自分の語り（I　DでもDDにも）に介入
して，解説を加え，少年達の「ごっこ」における大袈裟で，それ故滑稽な，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1I）言動に対する彼のirOniCaユた態度を示す。語り手のこのような介入は，彼
の提示する物語がmake－be1ieveの世界のもので，現実世界とは指呼の距
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12）　　　　　　’離にありながら，誇張され定式化された。1ichさによって，fancyの世界の
ものとなっていることを，一読み手に知らせ，読み手が，彼の物語の対象に対
して，彼と同様の距離を取ることを期待する為のものである。こうして，遊
びに熱中し，見立ちたがり（cヂ“show　off”一p．24），安っぽいheroismに
　　　　　　　　　　　　　　　　（61）
浸る少年のperspectiveと，それに距離を置いた，解説者としての語り手
のPerspectiveやvoiceとの間に微妙なズレが生じ，それがhumorを生・
み出すのである。
　家出自体は，軽んじられたり叱られたりしたことが原因で，自分達に再び
関心が向けられれば目的が達せられるのであ．る。従って，家出2日目に，自
分達が死んだと思われていると判った時，
　　They　fe1t1ike　heroes　in　an　instant．一Here　was　a　gorgeous
triumph；they　were　m呈ssed；they　were　moumed；hearts　were」
breaking6n　their　a㏄omt；tears　were　being　shed；accusing　mem－
ories　of　unkindnesses　to肋e5eク。or　Zo∫広Jαa5were　rising岬，and
mavai1ing　regrets　and　remorse　were　beipg　indωged；and　best　of
a11，the　departed　were　the　ta1k　of　the　who1e　town，and　the　envy
of　aI1the　boys，as　far　as肋55aα賜伽8〃。広。肋妙was　concemed．
This　was　fine．It　was　worth　whi1e　to　be　a　pirate，after　aユ1．（p．97；
Ita1ics　added、）
と有頂天になる。少年達のperspectiveから，その感情を間接に伝えるこ
のI　D部で，最後の2文はそのvOiceが語り手のものか少年のものか区別
が出来ない6Ita1ic体の部分は語り手が代弁したものでありながら，その
deicticな肋s，肋e∫eは少年のPerspectiveを示す。この時の「語り」は，
自分達が有名になり，注目を集めていることと，村人達のdistressや苦労を
自分達が作り出したことを喜ぶ，他愛ない少年達の姿を伝えることが眼目で，
安っぽい主役好みのheroismに対する穏やかなsatireに過ぎない。これを
practica1jokeに変質して，episode全体をbur1esqueに仕上げる為，書き
手／語り手はきわどい離れ技をやる。HomesickになったJoe　Harperと
Huckが寝静まった後，TOmを一時帰宅させ，家族の悲しみの様子を目撃
させ，その時「秘密」の計画を思いつかせるのである。Tom8舳ツer創作
　　　　　　　　　　　　　13〕の過程での転回点とされているこの場面と二つの書き置き（SyCamOreの
白い皮に“red　kee1”で書いたもの一その内容は直接提示されることはなく，
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後で人物達の会話で暗示されるのみである）について論ずることは避け，こ
∫では，この帰宅が少年達の「帰還」に持つ意味を検討する。
　この場面（XV章）では，何よりも先ず，人間の死者に対する追悼の気持
が二重にexp1oitされている。Aunt　Po11yもMrs．Harperも，あれ種子
供達の悪童ぶりに手を焼いていた（読み手はそれを，子供達の語り或いは
「いたずら」とそれに対する罰の実際場面として，くり返し知らされている）
にも拘らず，一度死んだとなるとTomとJOeの長所のみをあげつらい，
否短所すらも美徳として見直す。読み手は，彼女達一つまり大人達の身勝手，
自己申心性，御都合主義を見せつけられる。子供達の生存を知っている読
み手の眼からは彼女達の歎き，悼みの気持は滑稽である。死者を美化する
　　　　　　　　　　　　　　　14〕“c1ichさsofconventiona1grief”によるhumorである。書き手はこれを，
更に一捻りして，「死んだ」当人の目の前で展開するのである。語り手の
Perspectiveはこの場面の始めから終りまで，ほど一貫してTOmの位置に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15〕あり，時折Tomの内心を抑制されたvoiceで伝えるのみで，彼の判断は
示さたい。彼が知っている筈のTomの心に浮んだ“a　hapPy　so1ution　of
his　thought”（P．102）についても何のhintも与えない。語り手と一緒に
Tom　の行動を見守っている読み手は，この語りの仕組みによって，伯母達
の御都合主義的追悼を眺め，聞いて，得意になりつ＼も自分の悲運に貰い泣
きをするTomの姿と心境を，二重写しの構景として読みとるのである。こ
れは見事に風刺的な一そして更に寓意的でさえあり得る一一枚のtab1eau
ViVant活人画である。この場でTOmが飛び出して行っても，“gOrgeOuS”
なme1odram主・・的効果を挙げ，大人の御都合主義や身勝手さは穏やかな
Satireの，死者に対する悲しみは軽いirOnyの，対象となったであろう。
　だが書き手／語り手はTomを再び「海賊」達の。ampへ帰らせ，更に
1章を賞して，Jackson’s　Is工andでの少年達の生活を描く。こ工での書き
手／語り手の関心は，TOmの秘密の計画の実行に欠かせない，時間の経過
と，家に帰り度い「海賊」連の気分転換を，如何にありそうな物語にして行
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くかにある。この章無しでぽ，次の意外な展開は起り得ない。読み手は，し
かし，TOmの帰宅で掻き立てられたsatireへの関心が，不発のま土で中断
され，二種の欲求不満状態に置かれる。注意して読めば，語り手が報ずる事
件についてのTOm　g推察から・TOmの計画実行は日曜日まで待たねぱな
らぬことに思い当る筈ではあるが。こうして，この章（XVI）の狙いは「海
賊」連の遊びを伝達することではなく，仲間を島に留めておく為のTOmの
戦術・駈引きの提示である。都合良く襲来する嵐や「インディ。アン」ごっこは，
Tomが切羽詰まって仲間に打ち明けた計画を，読み手に秘密にしておく為
の便宜上のもので，いわば。ffthetrackである。それ故，語り手は最後
のparagraphで，少年達に睡巨離を置いた自分のperspectiveとvOiceで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16）「インディアン」ごっこのhumorousな評価をして，話題を打ち切札
　語り手は，次章で話題を転じ，悲しみに打ち拉がれた村の様子を，親しげ
な，口頭物語のtOneで描く。彼の観察として，村の様子，Harper家，
Aunt　po11y．一家の虚喪ぶり，に言及し，Becky　Thatcherの悲しみを具体
的にDDを使って表現する。次いで，語り手のvOiceによる要約やその中
に引用される人物の発話を混ぜたDNで，遊び仲間達のTOmやJoeに対
する思い出と自慢と争いをironica1に伝える。語り手は，先のTomの深
夜の帰宅の場面同様，一 ﾇみ手が少年達の生存を承知していることを前提にし
ている。従って，Beckyの悲しみ方が具体的（一入書をDDで引用）で，
切実であればある程，又他の子供達の自慢がTOmとJoeを悼む余りの他
撃ないものであればそれだけ，先の場面で示された大人の身勝手さ，御都合
主義がスケールを縮小されて再現されることにな私語ワ手は先のSCene
のParody　としてこのsceneを提示するので，彼のironica1な態度は
“disma1distinction’’（P．ユ13）とか“the　Zm伽Parties　took　upon　them－
se1ves　a　sortof5αcrea伽ク。物〃。e’’（P，114；Ita1ics　added）に示されて
いる。
　いよいよ日曜日，静かなSabbathに調和した弔いの鐘の音と共に村人が・
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教会に集る。人々は無言で，教会内はた史喪服の衣擦れの音のみである。や
がて遺族が入場し式が始まる。感動的な賛美歌が唱われ，主題聖句が読み上
げられる。語り手はこれだげのことを簡潔に，手際良く，一見客観的に思え
るPerspectiveとvoiceで語る。しかし，このParagraphに先行する語
りにあったirOniC副な語り手のtOneは，この一見大真面目なVOiCe．の底
流となっている。語り手は語りを出来るだけ客観化し，自分の判断を避けて
　　　17）いるが，“There　was　fin創1y　a　waiting　pause，an　expectant　dumbness，
and　then　Aunt　PoI1y　entered，．．．”（P．114）での“an　expectant　dumb－
neSS”ﾆいう語の存在と選択には或る態度の反映が見られる。
　牧師は今は亡き少年達の長所，才能を称え，会衆はそれを見抜けなかった
自分達の盲目を嘆く。ひどい悪事で鞭打の罰が相当と思えたいたずらも，今
では崇高で美しく思われた。会衆はだんだん感動し，ついに声を合わせて瞑
り泣き始める。これは既に二度にわたっ一て繰り返された，死者を美化する御
都合主義をあばくpattemである。今度は語り手ははっきりと会衆の感動
を，彼らの心中に立ち入って（げ“every　soul　there，thinkinghe　recog－
nized　these　pictures，fe1t　a　pang．．．”　（P．u4）＆“the　peop1e　cou1d
easi1y　see，now，how　nob1e　and　beautifu1those　episodes　were，．、、”
（P．115））示す。語り手は，こ！では，読み手が少年達の生存を既に承知し
ている事実を無視しているようである。
　Omniscientな語り手でなく．ても，自ら既に語ったことを忘れることはあ
り得ず，又その事実を無視することは，語り手の。redibi1ity信頼性を失わ
せることになる筈である。この小説で繰り返される，TOmの「悲哀のいと
おしみ」の嵐少年達の「死」に対する「悲嘆」の描写・提示はこの危険を
伴うものである。この点にこの小説の「語り」の特徴がある。語り手は自分
の既に語ったこと一を忘れたのではない。読み手と共謀して，少年達の生存を
知らないSt．Petersburg　の人戊を的にしたbur1esque，mock－tragedy
を創り上げるのである。語り手はその為に無知な会衆のperspectiveに立
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つのである。‘“gne　cou1d　remember　when　the1itt1e　chμrch　had　been
so．fu11before．”（P、ユエ4）や，“an　expectant　dumbness”（教会の静寂に対
する会衆の反応を示す語り手のVOiCe）が，このことを示している。牧師の
話に感動し．て，少年達に対する判断を変えるのは会衆達で，語り手は単に
彼らのperspectiveに立って，自分のvOiceで語るのみではなく，自ら
performerとなって，彼らの立場で無知を演ずるのであ乱勿論，本当に
無知なのではなく，「演ずる」のであるから，一定の距離一演技者が自分の
演技を見る一種の客観性一は保たれ，彼のvOiceのtoneはmock－seriOus
　　　18）である。彼は三人の「死者」の出現を，牧師，会衆，’それぞれの視線を遺っ
て，彼らと共に発見し，それを主観的な驚きを示すeXC1amatiOnSを繰・り返
し用いて表現する。これは，語り手が演技者として先ず感動してみせる，
ora1narrativeの。onventiona1な技法である。続く“They　had　been
hid　in　the　mused　ga11ery1istening　to　their　own　fmera1sermon！”（p．
u5）も，従っセ，会衆の発見であり，同時に全てをお見通しの語り手の演技
でもある。
　こうなると，聞き手／読み手には，醒めてはいるが，寛容なaudienceと
して，語り手の演技を鑑賞するしかない。丁度その場の“sO1d”（一はい食
わされた）会衆が，少年達のpractica1jOkeを，そのaudienceとして，
寛大に（と言っても，そうでなければ悪質なjOkeのただの犠牲者になって
しまうので，他に選択の余地は無いが）受け取って，それを楽しみに変え，
自分達もそのjokeに加わって，大声でO1d　Hmdredを歌ったように。
語り手はこれまで，人物達からhumorousな距離を置いたPerspectiveか
ら，読み手を彼の語りのaudience／聞き手として，当の「死者」を消極的な
共演者として配して，c1ichさ化した悲嘆と哀悼の劇を，二つのperspective，
二つの意味を持つepisOdeに仕上げて，語ってきた。ここに到って，・自
らその劇のもう一人の入物一浪しられている劇中のaudienceであり，0raユ
narratiVeの語り手一として登場する。これによって，彼がこれまで語って
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きたこのepisodeに，もう一つのPerspectiveを付け加え，これをserious
な悲劇でも，冷やかなironyやbitter　satireのいずれでもない，bur1esque
に変えるのである。
　しかし，このま∫では物語は進。められない。次章で，語り手は再びOmniS－
dentなPersPectiveに戻り，読み手に，これが，これまで言及されるだ
けで説明されなかった，TOmめ秘密であったことを，淡々としたtOneで
語私再びperspectiveをbur1esqueの的であった村入や「遺族」から遠
ざけるのであ私もっとも，既に前章の終り近くで語り手は0mniSCientに
卒って，TOmの立場から，彼のことを“TOm　Sawyer　the　Pirate”と呼ん
だり，伯母の平手打ちとkissのどちらが神に対する感謝でどちらがTom
に対する愛情か判らたかった，と述べるのである。この距離の確保がなけれ
ば，生還のepisOdeの後日談である，伯母のTOmに対する信頼をめぐる
humorousなepisodeは成立しない。
　第2の生還のepisodeは，第1のものと比べると，その構造がP1otの点
でも語りの面からも，ずっと簡単である。同じような予期せぬ展開や，話の
中断によるsuspenseは奉るが，語り手と入物達との関係，語り手と出来事と
の関係，彼とaudienCeたる村入，彼と読み手との関係は，いずれもより単
純である。先ず，基本的な違いは次の点に見られる。即ち，前回は子供達の遊
びの世界，「ごっこ」の延長で起こったpractica1jOkeであり，村人達の悲
しみにすら，誇張された表現や，どこか見せかけの厳粛さが見られた。それ
に対して今回は，「ごっこ」と明瞭には規定し得たい，小説の申のaCtua1
な世界で起こる，誰も予想し得ない危機と生還のepisOdeである。又，書
き手／語り手が当然全てを承知しているという点では変りはないとしても，
どれをどれだけ，どの順序で，どのperspectiveから，どの様なvOiceで，
読み手に知らせるかにも差異が見られる。
　確かに，一ピクニックも，そのなかでの洞窟の探検も，楽しい遊びには違
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いない。だが，それは小説中の実生活の一部であって，make－be1ieveでの
遊びではない。TOmは，相変らず，子供らしい恋愛遊戯や宝探しごっこに
興味を持っているが，彼のいたずらjokeは，この出来事のなかでは，せ
いぜいBeckyに母親から言いつかったその夜の宿泊場所を変更させること
ぐらいである。これとても，事件の発覚を遅らせるための伏線でもある。更
に，HuckによるInjm　Joeらの見張りと追跡は，このepisode開始当初
は，make－be1ieveの宝探しの延長であったが，悪漢共のWidow　Doug1as
一襲撃計画を知るに及んで，一転，現実の重大な危機となり，遊びの世界から
はみ出してしまう。TOmとBeckyの洞窟での行方不明も，TOmが，
　　“Becky　I　was　such　a　foo1！Such　a　foo1！I　never　thought　we
might　want　to　come　back1No＿I　can’t　find　the　way．It’s　a11mixed
up．”　（P．ユ89）
と叫ぶ所から，もはや楽しい遊びではなくて，現実のSeriOuSな危機と化
すのである。Jackson’s　Is1andでの海賊ごっこやその他の冒険が，全て，
安全なmake－be1ieve　と社会の寛容g範囲内のことであったのとは対照的
である。そして何よりも，前回丁0mにあった，pIaying　jOkeの意識，per－
fOrmanceの自覚が今回は全く見られない。この点から，TOmが無邪気な
少年からSeriOuSな少年に成長した，という「成長説」が説かれるのである
が，この為，a　bad　boyを配して大人の社会や。onventionaユな9ood　boy
観をParody化する，というPerspectiveが失われてしまう。そして，
perfOrmanceの意識を持たないTomと語り手双方は，出来事そのものに
距離を保つことができず，夜中の不意の生還は，鳴り物入りの大袈裟なme1o－
dramaとならざるを得なくなる。
　このことは語りの構造に反映している。確かに，こ∫でも並行して起こる
出来事を，event毎ではなく，TOmとBeckyの苦難の物語を除いて，大
体出来事の時間順に語る為，語りが中断される。XXIX章のpicnicでの冒
険は，TomとBeckyの行方不明事件に発展することなく，ferry　boatが
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帰途につくところで終り，HuckのInjun　Joe追跡の冒険物語となり，次
章では，先ずInjm　Joeの逃亡とHuckのその後が語られ，村人の話題も語
り手の関心も，もっぱら悪漢達とWe1chmanの活躍に集る。その後で教会
での礼拝後の会話から，TOmとBeckyの行方不明が気づかれる。そして
捜索の不首尾，二入の絶望視（捜索隊の側から見て）へと話が続く。更に
XXXI章でTomとBeckyの洞窟内での行動が伝えられるが，これも終り
まで語られることなく打ち切られ私そしてXXXII章での突然の予期せぬ
帰還へと続く。前回は，由来事が少年達の家出と海賊ごっこ，それからの帰
還と一つのp1ot　line上でのことであったので，各章毎での語り手のPer－
spectiveやvoiceにまとまりが見られたが，今回は，少くとも二つのp10ts
が錯綜して語られる為，一つの章の話題があれこれと入り混じり，それだけ
まとまりを欠く。その申で例外的なのが，XXXI章で，章全体がTOmと
Beckyの洞窟内での様子の伝達に費される。
　こうした語りの組み立て枠の申で，語り手は，子供達がpi㎝icに出発す
る所から，彼のperspectiveを，語’轤黷驍?oisOdeの中心入物の位置に置
き，そこから，出来るだけ客観的で抑制された彼自身のvoiceで語る。TOm
達と一緒に洞窟に入り，Huckと共にInjun　JOeの後をつける。確かに，洞
窟の入口から外を眺めた印象を，“It　was　romantic　and　mysterious　to
stand　here　in　the　deep　g1oom　and1ook　out　upon　the　green　va11ey
shining　in　the　sun．”（P173）と述べるのは，距離を置いた大入のPer－
sPectiveだし，点火した蟻燭の奪い合いが終る時，“汕things　have　an
end・”（p・ユ73）と真理を述べるのも，語り手の智恵であるが，彼は完全に気ま
∫た立場で，子供達の行動を冷やかに眺めたり，mock－seriousに語ったり
する距離は取らない。この洞窟の果しなさは，“It　was　said　that　one　might
wander　days　and　nights　together　through　its　intricate　tang1e　of
rifts　and　chasms，and　never　find　the　end　of　the　cave；and　that　he
might　go　ao湖m，伽6ao測m，伽6∫広m　ao測〃，intothe　earth，and　it　was
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just　the　same－Zα妙肋肋maemm肋Jαろγ〃ゐ，and　no　end　to　any　of
them。”（P．173；Ita1ics　added）と伝聞を根拠としつつも，後でTomと
Beckyが行方不明になることの予告と伏線になるこの説明には，Ita1icsで
示したようなromanceにありきたりの。1ichさsによる強調が含まれてい
る。語り手のVOiCeであるこの表現で彼は自分の親方を伝聞のそれに重ねて
いると考えられる。それ故，続いて“No　man‘knew’the　cave．That　was
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19〕
an　impossib1e　thing．”と結ぶのである。又既にふれたように，洞窟の象徴
的意味について彼の立場からmOra1iZeするのである。
In　gne　p1ace．。、a　sta1agmite　had　been　s1ow1y　growing　up　from　the
gr㎝nd　for　ages，bui1ded　by　the　water－drip　from　a　st創actite
overhead．The　captive　had　broken　off　the　sta1agmite，and　upon　the
stump　had　p1aced　a　stone　wherein　he　had　scooped　a　sha11ow　ho11ow
to　catch　the　precious　drop　that　feu　once　in　every　three　minutes
with　the　dreary　regu1arity　of　a　c1ock－tick＿a　dessert　spoonfu1
once　in　four　and　twenty　hours．That　drop　was　faning　when　the
Pヅramids　were　new；when　Troy　fe11；．．、when　the　massacre　at
Lexington　was’news．’It　is　fa11ing　now；it　wi11sti11be　fa11ing
when　a1工these　things　shaユ1have　sunk　down　the　aftemoon　of
history，and　the　twi1ight　of　tradition，and　been　swa11owed　up　in
the　thick　night　of　ob1ivion．　Has　everything　a　purpose　and　a
mission　P　Did　this　drop　fan　patientユy　during　five　thousand　years
to　be　ready　for　this　f1itting　human　insect’s　need～　and　has　it
another　important　object　to　accomp1ish　ten　thousand　years　to
come　P　No　matter．（PP．ユ98－99）
一方，Jackson’s　Is1andで「海賊」達が襲われる嵐は：
Now　the　battle　was　at　its　highest．　Under　the　cease1ess　conf1a－
gration　of1ightnings　that　f1amed　in　the　skies，everything　be1ow
stood　out　in　c1ean－cut　and　shadow1ess　distinctness：the　bending
trees，the　bi11owy　river，white　with　foam，the　driving　spray　of
spume－f1akes，the　dim　out1ines　of　the　high　b1uffs　on　the　other
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side，g1impsed　through　the　drifting　c1oud－rack　and　the　s1anting
vei工。f　rain．Every1ittIe　whi1e　some　giant　tree　yie1ded　the　fight
and　fe11crashing　through　the　younger　growth；and　the　unf工agging
thunder－pea1s　came　now　in・ear－sp1itting　exp1osive　bursts，keen　and
sharp，and　unspeakab1y　appa11ing，　The　storm　culmihated　in　onθ
match1ess　effort　that　seemed1ike1y　to　tear　the呈s1and　to　pieces，
burn　it　up，drown　it　to　the　tree　tops，b且。w　it　away，and　deafen
every　creature　in　it，au　at　one　and　the　same　moment．（P．1ユO）
と表現される。程度の差こそあれ，誰もが知っている嵐の描写で，読み手は
その場景を切実に思い浮べることが出来る。だが，この刺こ見られる語り手
による語彙の選択（e．8．，“c0口f1agration”，・giant　tree．一the　yomger
growth”），誇大な修飾（e．＆，“mf1agging”，“ear－sp1itting”）や，比1譲（e，＆，
“thebatt1e”，“thes1aht呈ngvei1ofrain”，“thefight”）等は，語り手の
tOneを雄刑こ示す。明らかに彼は，嵐を雷と風雨対島と樹木の戦い一郎ち
four　e1ementsの闘いという構図ξc1ichさ化して，それを気ま∫に誇張し
たのである。彼は，明らかにこの描写を，入物からも読み手から．も一定の距離
を置いて，自分で楽しんでいるのである。嵐の兆候を表現する個所で使用さ
れる，“the　b1ackness　of　darkness”（Judeユ3）や“the　Spirit　of　the
Night”などの。工ichさsもこの解釈を支持する。こうしたPerspectiveが
episode全体をbur1esque化する要素のひとつなのである。
　書き手／語り手は，TomとBeckyの運命については，上述の通り，日曜
日の午後，副次的入物達が気づくまで，読み手に知らせない。更に，彼らの洞
窟内での行動の詳細は，村人達の絶望を伝えた後で描かれる。ただし，脱出
の顛末は，火曜の深夜の，彼らの「予期せぬ帰宅」による村中の大騒ぎの後
に回される。（わざわざ日中の脱出を深夜まで誰にも知らせない為の書き手
／語り手の工夫は余り上手とは言えない。）TOmとBeckyの洞窟内での様
子は，Picnicで探検を始めた参加者から離れてしまう経緯，探検欲，不安，
狼狽，後悔，恐怖，空腹，暗黒，絶望，絶望的な努力，へと展開して伝えられ
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る。最初は0mniscientな語り手のperspectiveからの描写と語りであるが，
だんだんとperspectiveは子供達のものに重なり合い，遂には完全にTOm
のPerspectiveと同一になる。そして語りは，「空腹に苛まれ，迫り来る
悲運の予感で気分が悪くなりながら」，手探りで這って進むTomの紹介で
中断され乱．この中断はいわゆる「意外な」（副次的人物，事情を知らされて
いない読み手の側からみて「意外な」，書き手／語り手の側からは「計画通り
の」）展開の為のsuspenceであって，ありふれた物語の慣行であ乱その限
りにおいて，次に悲劇的展開は起こり得ない。書き手／語り手が2回目の生
還においても，あえてme1odramaの慣行に従うのは，seriousになるこの
出来事を，そのProbabi1ityを犠牲にして，軽妙にしようとしたものであろ
う。火曜の午後から夕方にかけての町の様子，伯母やMrs．Thatcherの悲
嘆を伝えた後で，夜中の大騒ぎを伝える。前回の葬儀申の生還とは異り，今回
は，人物達の悲しみを具体的に再現するわけにはゆかぬ。読み手に情報を与
えず，生還劇のaudienceである遺族・村人と同じ位置に置いた今回の語り
では，前回の二番煎じは出来ない。語り手は自らのperspective一とvOice
で，自分の。bservationとして，簡潔かつ具体的に伝える。興奮した半
分裸の人々の叫び声，“Tum　out！tum　out！they’re　found！they’re
found1”（P．195）は，直接そのま上，描写の一部として再現される。彼らの
動作は単音節の動詞を連ねて，具体的にかつsPeedyに伝えられる。そして
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20）遂に語り手は，人物の叫び声（“huzzah”）を自分の叫び声として上げる。初
め，抑制され客観的と見えた語り手のperspectiveは，今や全知的断言（“it
was　the　greatest　night　the1itt1e　town　had　ever　seen．”一P．ユ95）をす
るようになる。しかしそこにはJacksOn’s　Is工andからの生還の折に見られ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21）た，Coxの言う，“comp1acent　and　superior　obs6rver”としての語り手の，一
読み手に情報を分有させることによって保証される，episodeとそのaudi－
enCeに対する超越的な距離意識は見られない。従って，彼が前の章で中断し
たTOm遠の脱出の経過は，三度び「英雄」となったTOmが尾鰭をつけ
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て語る自慢話を，I　D形で要約して伝えられるのみで，そこには情報のギャ
ップを利用したirOnyも，humorを生む認識の髪もない。それどころか，
語り手は，自分が言語責任を負っているIDの申で，TOmの言葉を人称変
更を行ったのみで再現するfree　indirect　discourse形を使う。“Tom＿
to1d．．．how　he．．．was　about　to　turn　back、．．wou1d　not　heve　exp1ored
thatpassageanymore！”（PP．！95－96）と，語り手は，Tomが強調したこ
とをそのま∫強調するのである。客観化に必要な碩離を放棄したものである。
又，自ら演技者として，audience．の前で発見の喜びを演じて見せもしたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜未　完＞
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